
P&Gの知財戦略：ビジネス価値を最大化する
技術経営と特許ポートフォリオの構造的分析 
 

エグゼクティブサマリ 
 

1. 知財・技術戦略が財務（売上・利益率）に与えているインパクト 
 

プロクター・アンド・ギャンブル（以下、P&G）の2025年度（2024年7月〜2025年6月）における財務実
績は、独自の知的財産によって保護された「技術的優位性（Superiority）」が、コモディティ化の圧力
に対する最も有効な防壁として機能し、直接的な収益貢献を果たしていることを定量的に示していま

す。純売上高は843億ドルに達し、有機的売上成長率は前年比+2%を記録しましたが、この成長の
中身は単なる販売数量の増加ではなく、技術革新による「価格ミックスの改善」が大きく寄与していま

す 1。特筆すべきは、原材料費の高騰や物流コストの上昇、さらには関税リスクといったマクロ経済的
な逆風下においても、コア一株当たり利益（Core EPS）が+4%成長し、6.83ドルに達している事実で
す 1。この利益成長の背景には、特許技術を搭載した高付加価値製品群（Premium Tier）へのシフト
があります。例えば、オーラルケア部門では、250件以上の特許群に裏打ちされた電動歯ブラシ「
Oral-B iO」シリーズが、高価格帯の「iO10」からエントリーモデルの「iO2」までラインナップを拡充し、
同部門の売上を一桁台後半（high single digits）の成長へと牽引しました 3。同様に、ファミリーケア
部門においても、特許取得済みの「波形カット技術（Scalloped Edge）」を導入したトイレットペーパー
「Charmin Ultra Soft Smooth Tear」が、消費者の物理的な不満（Pain Point）を技術的に解決するこ
とで、同カテゴリーの一桁台半ばの成長を支えています 3。これらの事例は、知財によって保護され
た機能的優位性が、消費者の支払意欲（Willingness to Pay）を高め、競合他社との価格競争を回
避しながら利益率を維持する「Moat（堀）」として機能していることを実証しています。 

 

2. 注力している技術領域（自律化、電動化、デジタルサービス）の進捗 
 

P&Gの技術開発は、従来の「化学配合（Formulation）」中心のアプローチから、物理的構造設計（
Physical Structure）、デジタル統合（Digital Integration）、およびサステナビリティ・プロセス技術へ
とその領域を劇的に拡大しています。ファブリックケア領域における最大の革新は、液体洗剤から水

分を完全に排除し、有効成分をナノレベルの繊維状に加工して積層化する「Tide evo」の市場投入で
す。これは50件以上の特許で保護された独自技術であり、従来の液体洗剤と比較して輸送重量を
劇的に削減し、冷水洗浄によるエネルギー効率を最大90%向上させるという、環境性能と経済合理



性を両立させた構造的イノベーションです 4。デジタル領域では、製造現場における「デジタルツイン」
の実装が加速しており、Microsoft Azureとの戦略的提携を通じて、全世界100以上の製造拠点から
収集されるデータを統合・可視化する「AIファクトリー」構想が具現化しています 6。これにより、ベ
ビーケア製品（Pampers）の生産ラインにおける品質予測やメンテナンスの自律化が実現され、製造
コストの削減と歩留まり向上に寄与しています。また、消費者向けデジタルサービスとして、Oral-Bア
プリにおけるAIブラッシングガイド機能が強化されており、ハードウェア販売に留まらない「コト売り」
へのシフトが、特許技術である3D歯面トラッキング技術によって支えられています 8。 

 

3. 特許ポートフォリオの規模と質的変化 
 

P&Gの全世界における特許保有数は約103,800件（出願中を含む総数）に達し、そのうち登録済み
特許は約39,000件、現在も有効なアクティブ特許は約20,600件という膨大な規模を誇ります 10。特

許ファミリー数は約27,000件であり、2019年から2024年にかけての特許活動は安定して推移してい
ますが、その質的な構成には明確な変化が見られます。かつて主流であった単一の製品機能（洗浄

力や吸収力）に関する特許から、近年は「サステナビリティ」と「パッケージング技術」に関する特許網

の構築へのシフトが顕著です。特に「ホーリーグレイル2.0（HolyGrail 2.0）」プロジェクトに関連する
デジタル透かし技術や、PureCycle Technologies社との提携によるポリプロピレン（PP）の溶剤ベー
ス精製リサイクル技術など、循環型経済を実現するためのプロセス技術への知財投資が加速してい

ます 11。また、Tide evoに見られるような「製品形状そのものの変革（Form Factor Innovation）」に関
する特許群（繊維化技術、積層構造など）は、化学メーカーや後発ブランドによる模倣を極めて困難

にする強力な参入障壁として機能しており、化学組成だけでなく物理的構造に関する権利化が強化

されている点が特徴的です 13。 

 

4. 競合他社に対する技術的優位性または課題 
 

主要競合であるUnileverやColgate-Palmolive、花王と比較した場合、P&Gの技術的優位性は「既存
カテゴリの再定義力（Category Reinvention）」と「サプライチェーンのデジタル化」の深度にありま
す。Unileverがアイスクリーム事業の分離や多角的なポートフォリオ整理を進め、ブランドパーパス
重視の戦略をとる中 14、P&Gは洗剤や紙製品といった成熟しきったコモディティカテゴリにおいて、
Tide evoやCharmin Smooth Tearのような破壊的イノベーション（Constructive Disruption）を投入
し、カテゴリ単価そのものを引き上げることに成功しています。一方で、Colgate-Palmoliveはチュー
ブのモノマテリアル化（リサイクル可能なHDPEチューブ）に関する技術を早期に確立し、その知財を
競合他社にも開放する「オープンソース戦略」をとることで、業界標準の主導権を握る動きを見せて

います 15。これに対しP&Gは、独自の素材革新（例：Head & Shoulders BAREボトルの薄肉化技術）
による「プロプライエタリ（独占的）」なアプローチで対抗しており、サステナビリティ領域における技術

覇権争いが激化しています。P&Gの課題は、こうした環境技術において、自社規格をデファクトスタ



ンダード化できるか、あるいはColgateのようなオープン陣営に対抗しうる独自の回収・再生エコシス
テム（PureCycle等）を早期に確立できるかにあります。 

 

5. 今後のR&D投資計画と長期ロードマップ 
 

P&GのR&D投資額は2025年度において約21億ドル（売上高比約2.5%）で推移しており、絶対額にお
いて消費財業界最大規模を維持しています 17。今後の技術ロードマップは、全社的な経営目標であ

る「Ambition 2030」および「Net Zero 2040」に強く紐付けられており、特にパッケージングにおける
バージン石油由来プラスチックの50%削減（2030年目標）が技術開発の主要ドライバーとなってい
ます 19。これを達成するため、自社開発だけでなく「Connect + Develop」プログラムを通じた外部技
術の導入が加速しており、直近ではA*STAR（シンガポール）との共同研究契約の更新や、
PureCycle Technologiesとの提携による再生樹脂の実装計画（2026年の店舗展開予定）が具体化
しています 20。また、デジタル領域では、AIを活用した消費者インサイトの解析から製造プロセスの
自律化まで、バリューチェーン全体へのテクノロジー実装が継続的な投資重点領域として定義されて

おり、特に生成AIを用いた分子探索や処方開発の効率化が次なるフロンティアとして位置づけられ
ています 22。 

 

戦略的背景とIR資料のアーカイブ 
 

 

R&D投資の推移（Quantitative Log） 
 

P&Gの過去5年間の研究開発費（R&D Expenses）および対売上高比率は、安定した高水準を維持
しています。この投資規模は、同社が掲げる「Constructive Disruption（建設的破壊）」戦略を支える
財務的基盤となっており、短期的なコスト削減圧力に屈することなく、長期的競争力の源泉であるイ

ノベーションへの再投資を継続している姿勢を示しています。 

表1：P&G R&D投資推移および収益性分析（2021-2025年度） 

会計年度 
(Fiscal 
Year) 

純売上高 
(Net Sales) 

R&D投資額 
(R&D 
Expenses) 

対売上高比

率 (% of 
Revenue) 

営業利益 
(Operating 
Income) 

備考 
(Strategic 
Notes) 



2025 
(FY25) 

$84.28 B $2.10 B 2.5% $20.45 B インフレ下で

も投資増

額。Tide 
evo等の大
型新製品へ

の投資集

中。 

2024 
(FY24) 

$84.04 B $2.00 B 2.4% $18.55 B デジタル製

造プロセス

への投資拡

大。サプライ

チェーン効

率化。 

2023 (FY23) $82.01 B $2.00 B 2.4% $18.13 B 原材料高騰

への対抗策

として、配合

効率化技術

へ注力。 

2022 (FY22) $80.19 B $2.00 B 2.5% $17.81 B コロナ後の

需要変化に

対応する新

カテゴリ開

発。 

2021 (FY21) $76.12 B $1.90 B 2.5% $17.99 B 衛生意識の

高まりを受

けた抗菌・

洗浄技術へ

の投資。 

※データソース: 17 

戦略的解説： 
P&GのR&D投資は、絶対額において年間21億ドル（約3,150億円）という、消費財業界において突出
した規模を誇ります。2025年度の投資額は前年比で微増しており、売上高の伸びと連動して健全な
比率（約2.5%）を維持しています。この一貫した投資態度は、経営陣が「技術的優位性こそが価格決
定力（Pricing Power）の源泉である」と認識していることを示しています。特に2022年から2025年に
かけての急激なインフレ局面においても、投資額を削減するどころか維持・拡大させている点は、製



品性能の向上によってコスト上昇分を価格に転嫁し、それでも消費者に選ばれ続けるための「

Superiority（圧倒的優位性）」戦略が機能している証左です。投資の内訳としては、サステナビリティ
対応（パッケージ技術、代替原料）およびデジタル化（AI、スマートファクトリー）への配分が増加傾向
にあります。 
 

経営陣の技術コミットメント 
 

P&Gの経営トップのメッセージは、技術と知財が企業の成長戦略の中核にあることを明確に示して
おり、単なるスローガンではなく、具体的な経営指標として落とし込まれています。 

CEO ジョン・モラー（Jon Moeller）による戦略定義: 

「We remain committed to our integrated strategy – a focused product portfolio of 
daily use categories where performance drives brand choice, superiority – across 
product performance, packaging, brand communication, retail execution and 
consumer and customer value – productivity, constructive disruption and an agile 
and accountable organization...」 
（我々は統合戦略へのコミットメントを堅持します。それは、性能がブランド選択を左右

する日常使用カテゴリーに焦点を絞ったポートフォリオ、製品性能・パッケージ・ブランド

コミュニケーション・小売店での展開・消費者価値の5つのベクトルにおける優位性（
Superiority）、生産性、建設的破壊、そして俊敏で責任ある組織です。） 
— 2 

この発言における「Performance drives brand choice（性能がブランド選択を左右する）」というフ
レーズは、P&Gの技術経営の根幹をなす思想です。マーケティングやイメージ戦略の前に、まず物
理的・化学的な「性能差」が存在しなければならないという考え方であり、その性能差を担保するの

が特許ポートフォリオです。 

「My confidence could not be higher in the collective ability of P&G people to 
deliver balanced growth and value creation to delight consumers...」 
（消費者を喜ばせるためのバランスの取れた成長と価値創造を実現するP&G社員の総
合力に対し、私の信頼はこれ以上ないほど高いものです。） 
— 2025 Annual Report Letter 25 

また、P&Gは「Constructive Disruption（建設的破壊）」を掲げ、自社の既存ビジネスモデルや製品
形態を、他社に破壊される前に自らの手で破壊し、進化させることを是としています。Tide evoのよう
な新形態製品は、既存の液体洗剤ビジネスを共食い（カニバリゼーション）するリスクがありますが、

それでも他社による参入を防ぐために先行して投入するという経営判断が、このコミットメントに基づ

いています。 

 



知的財産・技術ポートフォリオの全貌 
 

本セクションでは、P&Gの技術経営を支える主要なイノベーションを詳細にカタログ化し、その技術的
特徴、知財による保護状況、およびビジネスへの貢献を記述します。 

 

(1) 重点技術領域のカタログ 
 

 

A. ファブリックケア：Tide evo（繊維状タイル洗剤） 

 

技術概要: 
Tide evoは、洗剤業界における数十年ぶりの構造的革新であり、液体でも粉末でもポッド（カプセル）
でもない、全く新しい「繊維状タイル（Fiber Tile）」形状を採用しています。この製品は、数十万本の微
細な繊維（Fibers）を積層させて石鹸層を形成する技術により製造されています。各繊維は、6層の
100%濃縮洗浄成分を含んでおり、不要な水分や充填剤を一切含んでいません 26。特筆すべきは、
その溶解メカニズムであり、水に触れた瞬間に繊維構造が崩壊し、成分が即座に活性化するため、

冷水洗浄においても高い洗浄力を発揮します。製造プロセスにおいては、再生可能エネルギーを使

用した工場で生産されており、環境負荷の低減も製造工程レベルで組み込まれています 5。 
知財・特許: 
本製品の処方、繊維化プロセス、および積層構造は、P&G独自の技術であり、50件以上の登録特
許によって強固に保護されています 4。 
●​ 中核特許: US Patent No. 11,944,696 B2 "Water-soluble detergent product comprising a 

plurality of inter-entangled filaments"（複数の相互絡合フィラメントを含む水溶性洗剤製品）。 
○​ 請求項（Claims）のポイント: アニオン性界面活性剤を含むフィラメントが相互に絡み合い、

水に投入すると溶解して界面活性剤を放出する構造。フィラメント形成材料としてポリビニ

ルアルコール（PVA）などを含み、特定の坪量（Basis Weight）を持つことが規定されていま
す 13。この特許は、単なる成分配合ではなく、「フィラメントの絡合構造」という物理的形状を

権利化しているため、他社が類似の繊維状洗剤を製造することを極めて困難にしていま

す。 

ビジネス貢献: 

●​ 物流効率の劇的改善: 従来の液体洗剤と比較して、水分を含まないため重量が大幅に軽く、プ
ラスチックボトルも不要です。これにより、単位製品あたりの輸送コストとCO2排出量を削減し、
サプライチェーン全体の生産性を向上させています。 

●​ サステナビリティ価値の収益化: 冷水洗浄（Cold water washing）に最適化されており、温水洗



浄と比較してエネルギー消費を最大90%削減可能です 5。この「省エネ性能」は、環境意識の高
い消費者層に対する強力な訴求点となり、プレミアム価格帯での販売を正当化しています。 

●​ 市場実績: テスト販売において、既存の洗剤カテゴリの成長に対して「高い純増効果（Highly 
incremental）」を示し、小売店からの需要が当初予測を上回る結果を出しています 4。 

 

B. オーラルケア：Oral-B iO（磁気駆動・AI搭載電動歯ブラシ） 

 

技術概要: 
Oral-B iOシリーズは、電動歯ブラシの駆動機構を根本から再設計した製品です。従来のアナログ的
なギア駆動や機械的なモーターではなく、「リニア磁気ドライブ（Linear Magnetic Drive）」システムを
採用しています。このシステムは、磁気エネルギーをブラシの毛先まで摩擦なく直接伝達し、制御さ

れた「微細振動（Micro-vibrations）」と「回転運動（Oscillation-rotation）」を組み合わせることで、静
音性と歯垢除去力を飛躍的に向上させています 8。さらに、ブラシヘッドには「Tuft-in-Tuft（タフト・イ
ン・タフト）」構造を採用し、毛束の中にさらに毛束を配置することで清掃効率を高めています。また、

内蔵されたスマート圧力センサーは、ブラシを押し付ける力が弱すぎる場合と強すぎる場合の両方を

検知し、最適な圧力範囲（0.8N〜2.5N）にあるときのみ緑色に点灯してユーザーにフィードバックを
与えます 27。 
知財・特許: 
この製品は、6年以上の研究開発期間を経て開発され、全世界で250件以上の特許によって保護さ
れています 28。 
●​ 重要技術: 摩擦のないリニア磁気駆動システム、エネルギー伝達効率を最大化するブラシヘッ

ド構造、圧力検知アルゴリズム、およびAIによるブラッシング認識技術。 

ビジネス貢献: 

●​ 高単価シフト（Premiumization）: 高価格帯の「iO10」からエントリーモデルの「iO2」までのライ
ンナップ展開により、手磨きブラシユーザーからのトレードアップ（高付加価値製品への移行）を

促進しています。iOシリーズの投入により、P&Gのオーラルケア部門は2025年度に一桁台後
半の売上成長を達成しました 3。 

●​ デジタルサービス化: 3Dトラッキング機能とAIを搭載し、口腔内を16のゾーンに分割して磨き残
しをリアルタイムで検知・指導します 29。これにより、ハードウェアの売り切りではなく、専用アプ

リを通じた継続的な顧客接点を構築しています。 

 

C. ファミリーケア：Charmin Smooth Tear（波形カット技術） 

 

技術概要: 
トイレットペーパーの切り取り線を従来の直線ミシン目ではなく、波形（Scalloped edge）にする技術



です。一見単純に見えますが、高速で回転する製造ライン上で、紙の引張強度を維持しながら波形

のミシン目を正確に入れるためには、高度な製造技術と刃型の設計が必要です。この技術により、

消費者が抱える「ミシン目で綺麗に切れずに破れてしまう」という不満を解消し、どの方向から引っ

張ってもスムーズに切断できるように設計されています 3。 
知財・特許: 
独自の刃型設計（Blade Design）およびミシン目加工プロセスに関する特許技術によって保護されて
います。 
ビジネス貢献: 

●​ コモディティからの脱却: 100年以上変化の少なかったトイレットペーパー市場において、物理的
な形状による明確な差別化を実現しました。「Charmin Ultra Soft Smooth Tear」は2025年度に
一桁台後半の有機的売上成長を記録し、価格競争に陥りやすい紙製品カテゴリにおいて、機

能的価値によるプレミアム価格の維持に成功しています 3。 

 

(2) 特許・商標データ分析 
 

P&Gの特許ポートフォリオは、米国および欧州を中心に構築されており、技術的な参入障壁として機
能しています。 

表2：P&G グローバル特許ポートフォリオ概況（2024-2025） 

指標 数値 解説 

全世界特許総数 (Total 
Patents) 

103,813 件 出願中を含む累積総数。圧

倒的な技術蓄積を示す。 

登録済み特許数 (Granted 
Patents) 

39,192 件 審査を経て権利化された有

効な特許数。 

アクティブ特許数 (Active 
Patents) 

20,646 件 現在権利が維持されている

特許。 

特許ファミリー数 (Patent 
Families) 

27,386 件 同一発明の各国展開数。グ

ローバル市場での独占権確

保の指標。 

主要出願国 米国、欧州、日本 本社機能および主要R&D拠
点が集中するエリアを防衛。 



主要CPC分類 A61K, C11D, A46B ヘルスケア製剤、洗剤組成

物、ブラシ製品が中核。 

※データソース: 10 

詳細解説: 
P&Gの特許戦略の特徴は、出願数に対する「登録率」と「維持率（Active率）」のバランスの良さにあ
ります。約27,000件のユニークな特許ファミリーを保有しており、これは単一の発明を複数の国で権
利化し、グローバル市場での独占権を確保していることを意味します。近年は、従来のCPC分類（
A61K：医薬品・化粧品、C11D：洗剤）に加え、G06Q（データ処理）やG16H（ヘルスケア情報学）など、
デジタルヘルスやデータ解析に関連する特許出願が増加傾向にあります。これは、製品単体だけで

なく、アプリやIoTデバイスを含むシステム全体を知財網で保護しようとする戦略の表れです。 
 

(3) サービスビジネスとの連動 
 

P&Gは、単発の製品販売（One-time Sales）から、継続的な関係性を構築するサービスビジネスモ
デルへの転換を、知財とデジタル技術を用いて推進しています。 

Oral-B アプリとコネクテッド・ヘルスケア: 
Oral-B iOシリーズは、Bluetoothでスマートフォンアプリと連携します。このアプリは、特許取得済み
の「AIブラッシング認識技術」を活用し、ユーザーのブラッシング習慣データを蓄積・解析します。 
●​ データ・フライホイール効果: 蓄積された数千件のブラッシングセッションデータは、AIモデルの

学習に利用され、ブラッシング認識精度を向上させます。より高精度なフィードバックはユー

ザーのエンゲージメントを高め、さらなるデータ収集につながるという好循環（Flywheel）を生み
出しています 33。 

●​ リカーリング収益の促進: アプリは、ブラシヘッドの交換時期を正確に通知する機能を持ち、消
耗品（替えブラシ）の継続購入を促進するエコシステムを形成しています。また、歯科医との

データ共有機能など、プロフェッショナルチャネルを通じた付加価値サービスの提供も視野に入

れています 8。 

 

オープンイノベーションとエコシステム 
 

P&Gは自社開発（In-house R&D）の限界を認識し、「Connect + Develop」プログラムを通じて外部
の技術を積極的に取り込むことで、イノベーションの速度と効率を最大化しています。 

 



提携・M&Aリスト 
 

表3：主要な技術提携・パートナーシップ（2024-2025） 

 

パートナー企業/機
関 

提携内容・技術領域 戦略的意図と進捗 ソース 

Microsoft Azureクラウド、AI、
IoTを活用した「デジ
タル・マニュファク

チャリング」。 

全世界100以上の製
造拠点のデータを統

合。ベビーケア（

Pampers）ライン等で
AIによる品質予測・
予知保全を実装し、

コスト削減と歩留まり

向上を実現。 

6 

PureCycle 
Technologies 

ポリプロピレン（PP）
の溶剤ベース精製リ

サイクル技術。 

P&Gが開発した技術
をライセンス供与。

高純度再生樹脂（

Ultra-Pure 
Recycled Resin）の
供給を受けるエコシ

ステム。2025年末ま
でに生産開始、2026
年初頭に洗剤キャッ

プ等で店舗展開予

定。 

11 

A*STAR (シンガポー
ル) 

マスターリサーチ共

同契約の更新。 
NTU, NUS, NUHS等
のシンガポールの大

学・病院と連携し、生

理学、材料科学、AI
、デジタルヘルスケ

ア領域の先端研究を

加速。 

20 

Donghua 
University (中国) 

デザイン協力プロ

ジェクト。 
中国市場の消費者

ニーズに特化した製

品デザインと直感的

20 



なコミュニケーション

の開発。 

Imperial College 
(João Cabral教授) 

マイクロ流体工学（

Microfluidics）。 
製品の安定性と予測

的洗浄（Predictive 
Cleaning）のスケー
ルアップ技術開発。

複雑な流体挙動の

解析による処方最適

化。 

35 

Université libre de 
Bruxelles (IRIDIA 
& LISA) 

AIおよび画像解析研
究所との連携。 

社内AI専門知識の
構築と、製品分析お

よび消費者理解のた

めの新アプリケー

ション開発。 

35 

詳細解説： 
特筆すべきは、PureCycle Technologiesとの提携モデルです。P&Gは自社で開発した「汚れたポリ
プロピレンを新品同様の純度に戻す」リサイクル技術を、自社で抱え込まずにPureCycle社にライセ
ンス供与（スピンアウト）しました。そして、PureCycle社が設備投資を行って生産する再生樹脂を、
P&Gが優先的に購入するという契約を結んでいます。これにより、P&Gは設備投資リスクをオフバラ
ンス化しつつ、サステナビリティ目標達成に必要な高品質再生樹脂の安定調達ルートを確保してい

ます。2025年第3四半期のアップデートでは、P&G向け洗剤ボトルの小型キャップ（10オンス用）がプ
ロセス適性試験に合格し、2026年の市場投入に向けた準備が整いつつあることが報告されていま
す 21。 
 

政府・公的機関との連携：HolyGrail 2.0 
 

技術概要: 
欧州ブランド協会（AIM）が主導する「HolyGrail 2.0」イニシアチブにおいて、P&Gは主導的な役割を
果たしています。これは、パッケージ表面に目に見えない「デジタル透かし（Digital Watermarks）」を
埋め込み、廃棄物処理施設の選別カメラが素材、食品用途/非食品用途などの属性を瞬時に識別・
選別できるようにする技術です 12。 
進捗状況: 
2025年には、産業規模での試験運用（Industrial Trials）において、デジタル透かし技術の有効性が
実証されました。P&Gはこの技術を自社製品に実装することで、高精度なリサイクル素材の回収
ループを構築しようとしています。これは、単なる寄付やCSR活動ではなく、将来的な原材料コストの
安定化と規制対応（プラスチック税回避など）を見据えた、極めて実利的な技術投資です。 



 

リスク管理とガバナンス（IP Governance） 
 

 

係争・審査のファクト記録 
 

P&Gは、自社の市場優位性を守るために、特許侵害訴訟を戦略的ツールとして活用しています。特
に、急成長するD2C（Direct to Consumer）ブランドに対しては、知財権を行使して技術タダ乗り（
Free Riding）を許さない姿勢を鮮明にしています。 

事例1：対 Dr. Squatch, LLC（デオドラント特許侵害訴訟） 

●​ 状況: 2024年6月、P&Gは競合する男性用パーソナルケアブランドDr. Squatch社に対し、アル
ミニウムフリーのデオドラントに関する5件の特許を侵害しているとして、カリフォルニア中部地
区連邦地方裁判所に提訴しました 37。 

●​ 主要な主張: P&Gは、自社が長年の研究開発で確立した「アルミニウムを含まないが効果的な
制汗・防臭処方」に関する特許権が侵害されたと主張しています。 

●​ 対抗措置: これに対し、被告側のDr. Squatch社は特許無効審判（IPR: Inter Partes Review）を
申し立てて対抗しており、2025年1月時点で米国特許商標庁（USPTO）の特許審判部（PTAB）に
よる審理開始（Institution）が決定されています 39。 

●​ 係争番号: Case No. 2:24-cv-04711 (C.D. Cal.); IPR Nos. 2024-01104 等。 

事例2：対 CAO Group（ホワイトニング技術） 

●​ 状況: CAO Groupから歯のホワイトニングストリップ技術に関する特許侵害で提訴されていまし
たが、2023年3月に和解に至っています 40。 

●​ 背景: 「Crest Whitestrips」はP&Gの高収益商品であり、このカテゴリにおける技術的自由度（
Freedom to Operate）の確保は経営上の最重要課題の一つでした。 

 

守りの戦略：ガバナンスとサイバーセキュリティ 
 

取締役会による監視体制: 
P&Gの取締役会および監査委員会は、サイバーセキュリティリスクの監督に明確な責任と権限を
持っています。全取締役会は少なくとも年に1回、サイバーセキュリティを含む企業の最重要リスク（
Enterprise Risks）のレビューを実施し、防御体制の有効性を評価します 3。 
CISOの役割と組織: 



最高情報セキュリティ責任者（CISO）は、サイバーセキュリティ、情報セキュリティ、および情報リスク
管理において15年以上の経験を持つ人物が任命されています。CISOの指揮下には、専任のセキュ
リティチームだけでなく、各ビジネスユニットに「埋め込まれた（Embedded）」セキュリティ専門家の
ネットワークが存在し、現場レベルでのリスク管理と全社的なポリシーの整合性を担保しています 3。 

 

競合ベンチマーク（技術・財務比較） 
 

主要競合3社（Unilever, Colgate-Palmolive, 花王）との比較において、P&Gの戦略的特異性は「圧
倒的なR&D投資規模」と「プロプライエタリ（独占）技術へのこだわり」にあります。 

表4：主要競合4社のR&D・財務指標および技術戦略比較（直近会計年度） 

 

企業名 売上高 
(Revenue) 

R&D投資額 
(R&D 
Expense) 

R&D比率 
(% of 
Sales) 

主要技術

フォーカス 
構造改革・

特記事項 

P&G $84.3 B $2.1 B 2.5% 洗剤の形態

革新(Tile)、
電動歯ブラ

シ

(Magnetic)
、デジタル製

造 

5分野での
優位性

(Superiority
)戦略を徹
底。独自の

技術

(Proprietary
)で差別化。 

Unilever €59.7 B 
($66B est) 

€0.96 B 
($1.0B est) 

1.6% バイオテクノ

ロジー、植

物由来成

分、プラス

チック削減 

アイスクリー

ム事業の分

離、7500人
の人員削減

を含む生産

性向上策を

実施中 14。 

Colgate-P
almolive 

$20.1 B Not 
Disclosed* 

N/A* チューブのリ

サイクル性

(Mono-mat
erial)、ペット
栄養学

オープン

ソース戦略: 
開発したリ

サイクル可

能チューブ



(Hill's) 技術を競合

他社にも開

放し、業界

標準化を主

導 15。 

Kao (花王) ¥1,532 B 
($10B est) 

¥62.1 B 
($0.4B est) 

3.8% 界面科学、

ファインファ

イバー技術

(Fine Fiber) 

ROIC経営導
入、構造改

革による収

益性改善 42

。売上比の

R&D投資率
は最も高

い。 

※Colgate-PalmoliveのR&D費は「Corporate operations」に含まれ、個別の数値は10-Kで開示さ
れていないため "Not Disclosed" としていますが、Corporateセグメントの費用として計上されていま
す 44。 
※Unileverの数値は2024年度アニュアルレポートベース 41。 
比較分析とインサイト: 

●​ 投資規模の格差: P&GのR&D投資額（$2.1B）は、Unileverの約2倍、花王の約5倍に達していま
す。この圧倒的な資金力が、Tide evoのような巨額の設備投資と基礎研究を必要とするプロセ
ス・イノベーションを可能にしています。 

●​ サステナビリティ戦略の対立軸: 
○​ Colgateの「オープン戦略」: Colgateは、自社で開発したリサイクル可能なHDPEチューブ

技術を、あえて特許で囲い込まずに競合他社にも共有する戦略をとっています。これによ

り、チューブのリサイクルインフラ全体の整備を促し、結果として自社製品のリサイクル率を

向上させようとしています。同社のチューブは、プラスチックリサイクル協会（APR）から業界
で初めてリサイクル適合性の承認を受けています 15。 

○​ P&Gの「プロプライエタリ戦略」: 対照的にP&Gは、Head & Shouldersの「BARE」ボトルのよ
うに、独自の薄肉化技術や特殊なロールアップ機構を持つパッケージを開発し、これを差

別化要因としています 46。P&Gは技術を囲い込み、製品のユニークさで消費者を惹きつけ
るアプローチを優先しています。 

●​ Unileverの動向: Unileverはアイスクリーム事業の分離などポートフォリオの大幅な見直しを進
めており、R&D投資も「選択と集中」が進むと考えられます。P&Gにとっては、Unileverが混乱し
ている間に、シェアを奪う好機となっています。 

 

公式ロードマップと未確認情報 
 



 

技術ロードマップとサステナビリティ目標 
 

P&Gは「Ambition 2030」および「Net Zero 2040」に向けた明確なマイルストーンを設定し、技術開
発を推進しています。 

●​ 2030年までの目標: 
○​ プラスチック削減: 消費者向けパッケージにおけるバージン石油由来プラスチックの使用量

を50%削減する（2017年比） 19。これは約30万トンのプラスチック削減に相当します。 
○​ 循環性: 消費者向けパッケージの100%をリサイクル可能または再利用可能にする 48。 
○​ 電力: 全世界の事業所で使用する電力を100%再生可能エネルギーで購入する。 

●​ 具体的な実装計画（Roadmap Execution）: 
○​ 2026年初頭: PureCycle Technologiesの再生樹脂を使用した製品（洗剤キャップ等）を店

舗展開開始 21。 
○​ 継続的: AIを活用した「AIファクトリー」の全工場展開による製造効率の向上と廃棄ロス削

減。 

 

未確認情報（Not Disclosed） 
 

本調査において、以下の事項についてはIR資料や特許DBから具体的な数値や詳細が確認できま
せんでした。 

●​ Colgate-Palmoliveの正確なR&D投資額: 10-Kにおいて「Corporate operations」に合算され
ており、R&D単独の金額は開示されていません（Not Disclosed）。 

●​ Tide evoの具体的な製造コスト構造: 輸送コスト削減効果への定性的な言及はあるものの、特
殊な繊維化プロセスの製造原価や設備投資額に関する具体的な数値は公開されていません。 

●​ AI開発への投資内訳: 全体のR&DまたはCAPEXに含まれており、AI・デジタル領域単独への投
資額は区分開示されていません。 

●​ HolyGrail 2.0の本格導入時期: 産業トライアルの成功は報告されていますが、全製品へのデ
ジタル透かし導入完了時期についての公式なコミットメント日付は見当たりません。 

 

 
引用文献 

1.​ Fiscal Year 2025 Results | P&G 2025 Annual Report, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://us.pg.com/annualreport2025/introduction-and-fy-results/ 

2.​ P&G Announces Fourth Quarter and Fiscal Year 2025 Results, 11月 22, 2025にアク
セス、 

https://us.pg.com/annualreport2025/introduction-and-fy-results/


https://www.pginvestor.com/news/news-details/2025/PG-Announces-Fourth-Qu
arter-and-Fiscal-Year-2025-Results/default.aspx 

3.​ P&G 2025 Annual Report, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://s204.q4cdn.com/332108499/files/doc_financials/2025/ar/2025_annual_rep
ort.pdf 

4.​ Constructive Disruption | P&G 2025 Annual Report, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://us.pg.com/annualreport2025/constructive-disruption-to-extend-competiti
ve-advantage/ 

5.​ Procter & Gamble Introduces Tide evo - Nonwovens Industry -, 11月 22, 2025にア
クセス、 
https://www.nonwovens-industry.com/breaking-news/procter-gamble-introduce
s-tide-evo/ 

6.​ P&G & Microsoft are Accelerating Digital Manufacturing, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://us.pg.com/blogs/pg-microsoft-accelerate-digital-manufacturing/ 

7.​ P&G and Microsoft co-innovate to build the future of digital manufacturing - 
Source, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://news.microsoft.com/source/2022/06/08/pg-and-microsoft-co-innovate-to
-build-the-future-of-digital-manufacturing/ 

8.​ oral-b io: the next generation of oscillating - rotating toothbrushes, 11月 22, 2025
にアクセス、 
https://www.oralbprofessional.co.uk/s/producthub-oral-b-io-toothbrushes 

9.​ Oral-B: Electric Toothbrushes, Floss, & Dental Health, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://oralb.com/ 

10.​Procter and Gamble Patents Key Insights & Stats, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://insights.greyb.com/procter-and-gamble-patents/ 

11.​PureCycle Technologies Second Quarter 2025 Corporate Update, 11月 22, 2025に
アクセス、 
https://www.purecycle.com/blog/purecycle-technologies-second-quarter-2025-
corporate-update 

12.​Pioneering Digital Watermarks | Holy Grail 2.0., 11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.digitalwatermarks.eu/ 

13.​P&G Patents Water-Soluble Detergent Made of Inter-entangled Filaments | Happi, 
11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.happi.com/breaking-news/pg-patents-water-soluble-detergent-ma
de-of-inter-entangled-filaments/ 

14.​Annual Report and Accounts 2024 | Unilever, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.unilever.com/investors/annual-report-and-accounts/ 

15.​Finally a sustainable toothpaste tube - Colgate Professional, 11月 22, 2025にアクセ
ス、 
https://www.colgateprofessional.com/students-faculty/trending-topics/finally-sus
tainable-toothpaste-tube 

16.​Colgate's Innovative Tube: Transforming the Landscape, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.colgatepalmolive.com/en-us/news/colgates-innovative-tube-transfo
rming-the-landscape 

17.​R&D Expenses For Procter & Gamble Co (PRG) - Finbox, 11月 22, 2025にアクセス、 

https://www.pginvestor.com/news/news-details/2025/PG-Announces-Fourth-Quarter-and-Fiscal-Year-2025-Results/default.aspx
https://www.pginvestor.com/news/news-details/2025/PG-Announces-Fourth-Quarter-and-Fiscal-Year-2025-Results/default.aspx
https://s204.q4cdn.com/332108499/files/doc_financials/2025/ar/2025_annual_report.pdf
https://s204.q4cdn.com/332108499/files/doc_financials/2025/ar/2025_annual_report.pdf
https://us.pg.com/annualreport2025/constructive-disruption-to-extend-competitive-advantage/
https://us.pg.com/annualreport2025/constructive-disruption-to-extend-competitive-advantage/
https://www.nonwovens-industry.com/breaking-news/procter-gamble-introduces-tide-evo/
https://www.nonwovens-industry.com/breaking-news/procter-gamble-introduces-tide-evo/
https://us.pg.com/blogs/pg-microsoft-accelerate-digital-manufacturing/
https://news.microsoft.com/source/2022/06/08/pg-and-microsoft-co-innovate-to-build-the-future-of-digital-manufacturing/
https://news.microsoft.com/source/2022/06/08/pg-and-microsoft-co-innovate-to-build-the-future-of-digital-manufacturing/
https://www.oralbprofessional.co.uk/s/producthub-oral-b-io-toothbrushes
https://oralb.com/
https://insights.greyb.com/procter-and-gamble-patents/
https://www.purecycle.com/blog/purecycle-technologies-second-quarter-2025-corporate-update
https://www.purecycle.com/blog/purecycle-technologies-second-quarter-2025-corporate-update
https://www.digitalwatermarks.eu/
https://www.happi.com/breaking-news/pg-patents-water-soluble-detergent-made-of-inter-entangled-filaments/
https://www.happi.com/breaking-news/pg-patents-water-soluble-detergent-made-of-inter-entangled-filaments/
https://www.unilever.com/investors/annual-report-and-accounts/
https://www.colgateprofessional.com/students-faculty/trending-topics/finally-sustainable-toothpaste-tube
https://www.colgateprofessional.com/students-faculty/trending-topics/finally-sustainable-toothpaste-tube
https://www.colgatepalmolive.com/en-us/news/colgates-innovative-tube-transforming-the-landscape
https://www.colgatepalmolive.com/en-us/news/colgates-innovative-tube-transforming-the-landscape


https://finbox.com/DB:PRG/explorer/rd_exp/ 
18.​R&D Expenses For Procter & Gamble Company (PG) - Finbox, 11月 22, 2025にアク
セス、 https://finbox.com/NYSE:PG/explorer/rd_exp/ 

19.​P&G ANNOUNCES NEW GLOBAL COMMITMENT TO REDUCE PLASTIC, 11月 22, 
2025にアクセス、 https://us.pg.com/blogs/Plastic50by2030/ 

20.​News & Insights | P&G Connect + Develop™, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.pgconnectdevelop.com/news 

21.​PureCycle Technologies Third Quarter 2025 Corporate Update, 11月 22, 2025にア
クセス、 
https://www.purecycle.com/blog/purecycle-technologies-third-quarter-2025-cor
porate-update 

22.​Innovation at Scale: How P&G Transforms Business Through Technology, 11月 22, 
2025にアクセス、 
https://us.pg.com/blogs/innovation-at-scale-transforming-business-through-tec
hnology/ 

23.​How P&G's AI Factory is Powering Scalable Digital Transformation - CIO Seth 
Cohen | Technovation 978 - YouTube, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.youtube.com/watch?v=16y0JDXbnw4 

24.​Procter & Gamble Company Financial Statements 2021-2025 - Bullfincher, 11月 22, 
2025にアクセス、 
https://bullfincher.io/companies/the-procter-gamble-company/financial-stateme
nts 

25.​P&G Releases 2025 Annual Report, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://us.pg.com/blogs/annual-report-2025/ 

26.​Introducing Tide evo: A Leap Forward in Laundry | P&G, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://us.pg.com/blogs/introducing-tide-evo-innovation/ 

27.​Introducing the Oral-B iO electric toothbrush: next generation oscillating-rotating 
technology - PMC - NIH, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC9379190/ 

28.​Oral-B iO Unveiled at Consumer Electronics Show | Inside Dentistry, 11月 22, 2025
にアクセス、 https://insidedentistry.net/news/?newsID=66528 

29.​ORAL-B iO™, THE BIGGEST INNOVATION IN ORAL CARE HISTORY - Middle East 
Business News and Information - mid-east.info, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://mid-east.info/oral-b-io-the-biggest-innovation-in-oral-care-history/ 

30.​Oral-B's iO Toothbrush: 6 Years and over 250 Patents for 1 Clean Mouth | Gear 
Diary, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://geardiary.com/2020/01/05/oral-bs-io-toothbrush-6-years-and-over-250-
patents-for-1-clean-mouth/ 

31.​CPC Concordances | Cooperative Patent Classification, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.cooperativepatentclassification.org/cpcConcordances 

32.​Cooperative Patent Classification (CPC) Master Classification Files for US Patent 
Grants - Bulk Data Directory | Open Data Portal, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://data.uspto.gov/bulkdata/datasets/cpcmcpt?fileDataFromDate=2025-01-1&
fileDataToDate=2025-11-20 

33.​The Oral-B App Will Improve your Brushing Routine, 11月 22, 2025にアクセス、 

https://finbox.com/DB:PRG/explorer/rd_exp/
https://finbox.com/NYSE:PG/explorer/rd_exp/
https://us.pg.com/blogs/Plastic50by2030/
https://www.pgconnectdevelop.com/news
https://www.purecycle.com/blog/purecycle-technologies-third-quarter-2025-corporate-update
https://www.purecycle.com/blog/purecycle-technologies-third-quarter-2025-corporate-update
https://us.pg.com/blogs/innovation-at-scale-transforming-business-through-technology/
https://us.pg.com/blogs/innovation-at-scale-transforming-business-through-technology/
https://www.youtube.com/watch?v=16y0JDXbnw4
https://bullfincher.io/companies/the-procter-gamble-company/financial-statements
https://bullfincher.io/companies/the-procter-gamble-company/financial-statements
https://us.pg.com/blogs/annual-report-2025/
https://us.pg.com/blogs/introducing-tide-evo-innovation/
https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC9379190/
https://insidedentistry.net/news/?newsID=66528
https://mid-east.info/oral-b-io-the-biggest-innovation-in-oral-care-history/
https://geardiary.com/2020/01/05/oral-bs-io-toothbrush-6-years-and-over-250-patents-for-1-clean-mouth/
https://geardiary.com/2020/01/05/oral-bs-io-toothbrush-6-years-and-over-250-patents-for-1-clean-mouth/
https://www.cooperativepatentclassification.org/cpcConcordances
https://data.uspto.gov/bulkdata/datasets/cpcmcpt?fileDataFromDate=2025-01-1&fileDataToDate=2025-11-20
https://data.uspto.gov/bulkdata/datasets/cpcmcpt?fileDataFromDate=2025-01-1&fileDataToDate=2025-11-20


https://oralb.com/en-us/oral-b-app/ 
34.​Oral-B - App Store - Apple, 11月 22, 2025にアクセス、 

https://apps.apple.com/us/app/oral-b/id698092608 
35.​P&G Presents Euro Connect + Develop Awards for Open Innovation, 11月 22, 2025
にアクセス、 
https://pgresearchdevelop.com/blog/Connect-Develop-2024-Euro-Awards/ 

36.​How digital watermarking technology can make recycling more efficient - Alliance 
To End Plastic Waste, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.endplasticwaste.org/what-we-do/projects/aim-holy-grail-digital-wat
ermarking 

37.​P&G asserts aluminum-free deodorant patents against Dr. Squatch | Experience - 
Jones Day, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.jonesday.com/en/practices/experience/2024/06/pampg-asserts-alu
minumfree-deodorant-patents-against-dr-squatch 

38.​The Procter and Gamble Co. v. Dr. Squatch, LLC 2:2024cv04711 - Justia Dockets, 
11月 22, 2025にアクセス、 
https://dockets.justia.com/docket/california/cacdce/2:2024cv04711/928724 

39.​IPR2024-01104 - Dr. Squatch LLC v. The Procter & Gamble Co | Unified Patents, 11
月 22, 2025にアクセス、 
https://portal.unifiedpatents.com/ptab/case/IPR2024-01104 

40.​Procter & Gamble settles patent infringement claims related to teeth whitening 
strips, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.jonesday.com/en/practices/experience/2023/03/procter-amp-gambl
e-settles-patent-infringement-claims-related-to-teeth-whitening-strips 

41.​Income statement - Unilever, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.unilever.com/files/consolidated-financial-statements-2024.xlsx 

42.​Kao | Depreciation and Amortization etc., 11月 22, 2025にアクセス、 
https://www.kao.com/global/en/investor-relations/financial/depreciation-and-amo
rtization/ 

43.​Kao Releases the Kao Integrated Report 2024 - Kao Americas, 11月 22, 2025にアク
セス、 
https://www.kao.com/global/en/newsroom/news/release/2024/20240524-003/ 

44.​Form 10-K for Colgate Palmolive CO filed 02/13/2025, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://investor.colgatepalmolive.com/static-files/e427618e-e63d-42ad-88b6-c27
10c0aa827 

45.​R&D Expenses For Unilever PLC ADR (UL) - Finbox, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://finbox.com/NYSE:UL/explorer/rd_exp/ 

46.​Working Towards More Sustainable Packaging Solutions | P&G, 11月 22, 2025にア
クセス、 https://us.pg.com/blogs/packaging-solutions/ 

47.​Global Recycling Day 2025: Celebrating Award-Winning Sustainable Packaging 
Innovations | P&G, 11月 22, 2025にアクセス、 
https://us.pg.com/blogs/global-recycling-day/ 

48.​ESG - Environmental - Waste | Procter & Gamble Investor Relations, 11月 22, 2025
にアクセス、 https://www.pginvestor.com/esg/environmental/waste/default.aspx 

https://oralb.com/en-us/oral-b-app/
https://apps.apple.com/us/app/oral-b/id698092608
https://pgresearchdevelop.com/blog/Connect-Develop-2024-Euro-Awards/
https://www.endplasticwaste.org/what-we-do/projects/aim-holy-grail-digital-watermarking
https://www.endplasticwaste.org/what-we-do/projects/aim-holy-grail-digital-watermarking
https://www.jonesday.com/en/practices/experience/2024/06/pampg-asserts-aluminumfree-deodorant-patents-against-dr-squatch
https://www.jonesday.com/en/practices/experience/2024/06/pampg-asserts-aluminumfree-deodorant-patents-against-dr-squatch
https://dockets.justia.com/docket/california/cacdce/2:2024cv04711/928724
https://portal.unifiedpatents.com/ptab/case/IPR2024-01104
https://www.jonesday.com/en/practices/experience/2023/03/procter-amp-gamble-settles-patent-infringement-claims-related-to-teeth-whitening-strips
https://www.jonesday.com/en/practices/experience/2023/03/procter-amp-gamble-settles-patent-infringement-claims-related-to-teeth-whitening-strips
https://www.unilever.com/files/consolidated-financial-statements-2024.xlsx
https://www.kao.com/global/en/investor-relations/financial/depreciation-and-amortization/
https://www.kao.com/global/en/investor-relations/financial/depreciation-and-amortization/
https://www.kao.com/global/en/newsroom/news/release/2024/20240524-003/
https://investor.colgatepalmolive.com/static-files/e427618e-e63d-42ad-88b6-c2710c0aa827
https://investor.colgatepalmolive.com/static-files/e427618e-e63d-42ad-88b6-c2710c0aa827
https://finbox.com/NYSE:UL/explorer/rd_exp/
https://us.pg.com/blogs/packaging-solutions/
https://us.pg.com/blogs/global-recycling-day/
https://www.pginvestor.com/esg/environmental/waste/default.aspx

	P&Gの知財戦略：ビジネス価値を最大化する技術経営と特許ポートフォリオの構造的分析 
	エグゼクティブサマリ 
	1. 知財・技術戦略が財務（売上・利益率）に与えているインパクト 
	2. 注力している技術領域（自律化、電動化、デジタルサービス）の進捗 
	3. 特許ポートフォリオの規模と質的変化 
	4. 競合他社に対する技術的優位性または課題 
	5. 今後のR&D投資計画と長期ロードマップ 

	戦略的背景とIR資料のアーカイブ 
	R&D投資の推移（Quantitative Log） 
	経営陣の技術コミットメント 

	知的財産・技術ポートフォリオの全貌 
	(1) 重点技術領域のカタログ 
	A. ファブリックケア：Tide evo（繊維状タイル洗剤） 
	B. オーラルケア：Oral-B iO（磁気駆動・AI搭載電動歯ブラシ） 
	C. ファミリーケア：Charmin Smooth Tear（波形カット技術） 

	(2) 特許・商標データ分析 
	(3) サービスビジネスとの連動 

	オープンイノベーションとエコシステム 
	提携・M&Aリスト 
	政府・公的機関との連携：HolyGrail 2.0 

	リスク管理とガバナンス（IP Governance） 
	係争・審査のファクト記録 
	守りの戦略：ガバナンスとサイバーセキュリティ 

	競合ベンチマーク（技術・財務比較） 
	公式ロードマップと未確認情報 
	技術ロードマップとサステナビリティ目標 
	未確認情報（Not Disclosed） 
	引用文献 




